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　「〝面白い音〟求め続け」「藤原和通さん（倉敷市出
身）特別展」－という大見出しが新聞に踊りました。
令和６年９月のことです。調べてみると藤原さんは
14期生でした。面白い音の特別展？　珍しい展覧会
だな、ということで会場の岡山県立美術館へ取材を
兼ねて鑑賞に行ってきました。
　藤原さんは
青陵高校を卒
業後、音楽家
を目指して作
曲家に師事し
ましたが突然
目覚めて、奈
良県できこり
をしながら風
や滝、都会の
雑踏など意外
性のある面白
い音を収録、
分析する道へ

入りました。
　その間、当時流行し
た携帯音楽プレーヤー
「ウォークマン」を参考
に、自ら開発した高性
能マイク、耳や鼻の位
置に高性能マイクを仕
込んだ録音装置「ダミー
ヘッド・マイク」を携
え世界中を巡りました。
　音を集めるだけでな
く、木や石を組み合わ
せた「音具」（おんぐ）を
発明、新しい音を創作
するなど芸術家の一面
もありました。イタリ
アでは有名な芸術家と
交流しました。
　遺作を集めた特別展
では、活動ぶりを写真
で展観、開発した高性
能マイクなど集音機材
を展示していました。
動画を見ると、インド
ネシアなど３国にまた

がるボルネオ島で森
のささやきを狙って
いるのでしょうか、
収録中の藤原さんが
写っていました。
　ヘッドホンで音を

聴くコーナー
では、口ひげ
をなでた時の
音や虫が葉を
食べる音など
多彩な音を集
めていました。
　耳で聴くこ
とのできない
万物の音を集
めて五十余年
になります。
全国でも極め

てユニークな
〝音の芸術家〟
は令和２年に
76歳で亡くな
られました。
　青陵時代の
同級生３人に、
藤原さんはど
んな人だった
のか聞いてみ
ましたが、３
人とも「覚え
がない」、「小・
中・高校が同
じだったが、
全く記憶にな
い」と口をそ
ろえます。意
外性満載の人
でした。
□…本稿の一部
は令和６年９月
15日付山陽新聞
を参考にしまし
た。

自
ら
開
発
し
た
高
性
能
マ
イ
ク
携
え

世界の「音」を集めた〝芸術家〟

岡山で藤原和通さん（14期）業績特別展

音
を
収
録
中
の
藤
原
和
通
さ
ん
＝
ボ
ル
ネ
オ

島（
撮
影
年
不
明
）

藤
原
さ
ん
が
開
発
し
た
高
性
能
マ
イ
ク
㊤
と
録
音

装
置「
ダ
ミ
ー
ヘッ
ド・マ
イ
ク
」＝
展
示
物
よ
り

仕
事
の

半
世
紀
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令
和
６
年
８
月
、「
世
界
の
1
8
2
カ

国
・
地
域
を
訪
問 

自
営
業
藤
原
均
さ
ん
」

－

と
い
う
記
事
が
新
聞
に
載
り
ま
し

た
。
1
8
2
カ
国
と
い
え
ば
国
連
加
盟

国
1
9
3
、
パ
リ
五
輪
参
加
国
・
地
域

2
0
7
に
迫
り
、

ほ
ぼ
世
界
制
覇

で
は
な
い
で
す

か
。
驚
い
て
藤

原
さ
ん
（
17
期
）

に
連
絡
す
る
と
、「
講
演
（
依
頼
？
）

は
も
う
や
め
て
る
ん
で
す
よ
。
以

前
、
青
陵
高
校
に
も
行
き
ま
し
た

が
ね
」、「
い
や
い
や
取
材
で
す
」
と

い
う
こ
と
で
、
お
会
い
し
て
き
ま
し

た
。

　

世
界
を
巡
る
発
端
は
慶
応
の
学

生
時
代
で
、
父
親
に
お
金
を
出
し

て
も
ら
っ
て
40
日
か
け
て
友
人
と

世
界
一
周
旅
行
し
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。「
い
き
な
り
、
ロ
ー
マ
法

王
に
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
て
ね
え
」

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
付
き
で
し
た
。
海
外

事
情
研
究
会
と
い
う
同
好
会
に
も
加
入
し

ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
仕
事
の
傍
ら
「
世
界
1
0
0
カ

国
を
目
指
そ
う
」
と
本
気
に
な
っ
た
の
が
35
歳

ご
ろ
で
し
た
。「
自
営
で
時
間
の
融
通
が
利
く

の
で
ね
。妻
の
許
可
さ
え
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
よ
」

と
笑
い
な
が
ら
、「
年
６
回
、１
回
10
日
ぐ
ら
い
、

１
カ
国
に
２
、３
泊
の
ペ
ー
ス
で
す
。（
ス
イ
ス

の
東
隣
の
小
国
）
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
な
ど

は
ビ
ー
ル
を
１
本
飲
ん
で
３
時
間
で
さ
よ
う
な

ら
し
ま
し
た
ね
。
一
人
旅
が
多
い
で
す
が
、
妻

や
娘
、
旅
行
仲
間
と
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
言
い
ま
す
。

　

写
真
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
原
型
が
あ
る
ス
ー

ダ
ン
の
砂
漠
で
ラ
ク
ダ
に
乗
り
、
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
で
は
住
民
と
触
れ
合
っ
た
１
枚
な
ど
海

外
旅
行
の
象
徴
的
な
シ
ー
ン
を
か
な
り
保
存

し
て
い
ま
す
が
、「
歩
い
て
目
で
見
る
」
主
義

な
の
で
、
カ
メ
ラ
に
は
頼
り
ま
せ
ん
。

　

２
カ
国
し
か
な
い
北
米
の
ア
メ
リ
カ
に
は

80
回
ぐ
ら
い
行
っ
た
そ
う
で
す
。
ほ
と
ん
ど
大

リ
ー
グ
見
物
で
、
野
茂
や
松
井
の
時
代
で
す
。

大
谷
も
エ
ン
ゼ
ル
ス
時
代
か
ら
で
、「
最
近
も

ド
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
戦
し
ま
し
た
が
、

大
谷
人
気
は
す
ご
い

で
す
よ
」
と
、
ホ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

世
界
旅
行
を
始
め

て
か
ら
50
年
た
ち
ま
し
た
。
藤
原
さ
ん
の
海

外
渡
航
3
0
0
回
を
記
念
し
た
祝
賀
会
が
市

内
で
開
か
れ
た
の
が
冒
頭
の
記
事
に
な
っ
た
の

で
す
。
20
年
前
に
加
入
、
２
代
目
会
長
を
８

年
務
め
た
倉
敷
市
国
際
交
流
協
会
の
主
催
で

し
た
。
こ
の
種
の
祝
賀
会
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
る
の
は
チ
ャ
ド
や
ニ
ジ
ェ
ー
ル
な
ど
中
央

ア
フ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
の
小
国
だ
け
で
す
。

「
2
0
0
を
目
指
し
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
さ
り
断
念
し
ま
し
た
。も
う
満
足
で
す
ね
。

全
国
の
世
界
覇
者
？　

4
0
0
人
か
ら
5
0
0

人
も
い
ま
す
。
私
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

と
、
淡
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ど
の
国
が
一
番
記
憶
に
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
は
、「
よ
く
聞
か
れ
る
ん
で
す

が
ね
、
国
と
食
べ
物
は
そ
れ
ぞ
れ
好
み
が
あ

り
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
で
す
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
、

具
体
的
に
は
答
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
一
度
の
人
生
、
旅
を
通
し
て
世
界
を
考
え

て
き
ま
し
た
」
と
言
う
、
う
ら
や
ま
し
く
も
優

雅
な
人
で
し
た
。

□
…
藤
原
さ
ん
は
青
陵
時
代
、
テ
ニ
ス
部
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
／
『
青
陵
高
校
創
立

1
0
0
周
年
記
念
誌
』
に
同
じ
世
界
旅
行
の
テ
ー

マ
で
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

年
６
回
、「
カ
メ
ラ
に
頼
ら
ず
目
で
見
る
」 ほ

ぼ
世
界
制
覇  

182
ヵ
国
旅
行

スーダンでラクダに乗る＝本人提供

コートジボワールで住民と触れ合う（中央の帽子が藤原さん）＝同

趣 味 の
半 世 紀

藤 原 均 さん（17
期）
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　令和６年度
（７年春）の進
学状況（合格
者）を見ると、
国公立大学に

224人と、前年より20人減り
ましたが、難関９大学は44人
と、逆に10人増えました。中
でも、東大２（前年１）、京大３（同１）
と好成績でした。
　前年76人と好成績だった岡山大は54
人にダウンしましたが、前年ゼロだっ
た難関の医学部医学科に２人が合格し
ました。
　国公立医歯薬も12人から半減しまし
たが、医学部医学科は岡山大の２人を
含め３人です。
　進路指導課長の村山大輔先生は「難
関９大学のアップは、（志望者が）強い
意志を持ち志を貫いた努力の結果です。
浪人生は前年より増えましたが、現在
も前向きに受験勉強に励む生徒が多く、

来年の入試で結果を出してくれ
ることを期待しています」と、
温かく見守っています。
　共通テストは５年目で、初の
新課程学習指導要領での試験で
したが、実施形態、問題の難易
度ともに特に問題はありません
でした。大半の国立大学で必須
となった初めての科目「情報」
は、あまり難しい問題は出題さ
れませんでした。
　ここ３年ほど、コロナ禍での
関西志向が顕著に見られました
が、今回はやや関西方面の大学
の合格者が減りました。
□…本稿は「合格実績」一覧と村
山大輔先生の話を基にまとめたも
のです。

　

総
合
的
な
探
究
の
授
業（
総
探
）

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。普
通
科
高

校
で
は
珍
し
い
と
い
わ
れ
、
１
年
生

は
総
探
の
基
礎
固
め
、
２
年
生
は
ゼ

ミ
活
動
を
行
い
ま
す
。今
年
の
１
年

生
は
教
材
と
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
と
、
山

陽
新
聞
社
が
開
発
し
た
新
聞
活
用

の
学
習
支
援
サ
イ
ト「
キ
ミ
ス
タ
」

を
活
用
し
ま
し
た
。食
料
と
し
て
の

ダ
チ
ョ
ウ
、
空
き
家
問
題
な
ど
を
分

析
、
情
報
の
扱
い
方
を
学
び
ま
し

た
。こ
れ
を
踏
ま
え
、「
倉
敷
の
地
域

資
源
」を
発
信
し
ま
し
た
。（
こ
の
項
、
山

陽
新
聞
よ
り
）

　

部
活
の
運
動
部
で
は
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
女
子
が
県
高
校
総
体
で

３
位
、
春
季
優
勝

大
会
で
４
位
に
な

り
ま
し
た
。
文
化

部
で
は
競
技
か
る

た
部
が
全
国
高

校
岡
山
県

予
選
団
体

で
優
勝
、

棋
道
部
は

全
国
高
校

将
棋
岡
山

県
予
選
会

男
子
団
体

で
３
位
で

し
た
。中
国

大
会
に
進

み
、
ハ
ン
ド

女
子
は
ベ

ス
ト
８
、
将

棋
は
３
位
に
入
り
ま
し
た
。競
技
か
る
た

部
は
５
人
が
全
国
の
総
文
祭
に
岡
山
県

チ
ー
ム（
８
人
）の
主
力
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

　

大
学
・
社
会
人
と
戦
う
陸
上
の
中
国
選

手
権
8
0
0
㍍
で
七
村
颯
大
さ
ん（
２
年

生
）が
２
位
に
食
い
込
み
ま
し
た
。

　

全
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）は
青

陵
か
ら
の
出
場
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
中
国
５
県
で
の
分
散
開
催
に
よ
り
青

陵
高
校
体
育
館
が
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子
の

競
技
会
場
に
選
ば
れ
、８
月
３
、４
の
２
日

間
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
の
2
0
2
5
青
陵
祭
は「
青
瞬
爛

漫
」の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
文
化
の
部
は
展

示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
野
外
ラ
イ
ブ
、
模
擬

店
合
わ
せ
て
約
60
の
イ
ベ
ン
ト
、
体
育
の

部
は
11
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
熱
く
展
開
、
文

字
通
り「
青
瞬
爛
漫
」の
３
日
間
で
し
た
。

難
関
９
大
学
は
10
人
増
え
44
人

東
大
２
、京
大
３
、岡
大
医
２
人

東
大
２
、京
大
３
、岡
大
医
２
人

総合探究で情報の扱い方学ぶ

ハンドのインターハイ会場に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
華
々
し

く
開
幕
し
た
2
0
2
5
青

陵
祭
＝
体
育
館

体
育
館
前
に
設
置
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
会
場
の
看
板

（『青陵SCHOOL  GUIDE  2026』より）

進
路

生
活
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令
和
６
年
度
部
活
動
優
秀
選
手
表
彰
式
が

同
７
年
２
月
28
日
に
体
育
館
で
行
わ
れ
、
卒

業
生
18
人
に
部
活
動
振

興
会
（
谷
本
俊
夫
会
長
・

14
期
）
か
ら
盾
と
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
﹇
中
国
大
会
個
人
ま
た
は
団
体
３
位
以
内
﹈

行
部
（
ゆ
く
べ
）
杏
奈
＝
書
道
部
／
三
澤
琴
乃
、

白
神
秀
晃
、
朴
木
（
ほ
う
の
き
）
優
衣
、
大
隅

希
香
（
の
の
か
）、
藤
原
結
菜
＝
以
上
競
技
か

る
た
部
／
長
森
朱
音
（
あ
か
ね
）
＝
棋
道
部
／

佃
咲
奈
芭
（
さ
な
は
）
＝
テ
ニ
ス
部
／
堀
口
悠

生
（
ゆ
う
）、横
山
幸
宥
（
み
ゆ
）、井
上
萌
乃
香
（
ほ

の
か
）、
武
田
夏
葵
（
な
つ

き
）、
大
田
彩
葉
（
い
ろ
は
）、

金
池
和
花
（
の
ど
か
）、
初

村
心
咲
（
み
さ
き
）、
高
田

彩
矢
、
守
本
結
菜
、
友
光
遥
子
（
は
る
こ
）
＝

以
上
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

行
部
さ
ん（
書
道部

）ら
18
人　
令
和
６
年
度
部
活
動

優
秀
選
手
表
彰

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
男
子
は
、
平
成

10
、
20
年
代
に
岡
山

県
大
会
で
初
優
勝
し
て
以
降
、
県
内
上

位
校
の
仲
間
入
り
を
し
、
念
願
の
全
国

総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
進
出
す
る

ま
で
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ

の
発
展
過
程
を
取
材
し
よ
う
と
、
令
和

７
年
春
、
同
部
と
顧
問
の
佐
藤
朋
信
先

生
（
55
期
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

佐
藤
先
生
に
お
願
い
し
て
、
事
前
に

平
成
12
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
の
24
年

間
の
成
績
一
覧
表
を
作
成
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
県
大
会
優

勝
６
、
準
優
勝
５
、
県
総
体
優
勝
６
、

準
優
勝
４
、
県
新
人
大
会
優
勝
６
、
準

優
勝
５
回
、
県
総
体
優
勝
の
年
に
全
国

総
体
へ
６
回
出
場
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
各
大
会
ベ
ス
ト
８
前
後
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
活
躍
ぶ
り
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
先
生
に
よ
れ
ば
「
私
の
在
学
中
、

顧
問
の
岸
本
哲
也
先

生
と
、
２
つ
上
の
先

輩
に
矢
田
達

郎
さ
ん
（
53
期
）
と
い
う
主
将

が
い
ま
し
た
。
身
長
1
8
0
㌢

の
長
身
で
運
動
能
力
が
高
く
、

レ
ジ
ェ
ン
ド
（
偉
大
な
選
手
）

で
し
た
ね
。
こ
の
２
人
が
チ
ー

ム
を
県
大
会
初
優
勝
に
導
い
た

の
で
し
ょ
う
。
平
成
12
年
の
こ

の
初
優
勝
を
き
っ
か
け
に
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
全
国
総
体
の

常
連
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

同
30
年
に
は
西
谷
亮
一
さ
ん

（
58
期
）
が
岡
山
に
誕
生
し
た

プ
ロ
チ
ー
ム
「
ト
ラ
イ
フ
ー
プ

オ
カ
ヤ
マ
」
の
プ
ロ
選
手
に
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
男
女
計
51
人

が
「
主
体
性
」
を
合
言
葉
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
顧
問
か
ら
教

え
ら
れ
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
自

分
た
ち
で
考
え
を
発
展
さ
せ
、

限
ら
れ
た
時
間
内
に
練
習
の
質

を
上
げ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
最
近
の
目
標
は
男
女
と
も
県
大
会

ベ
ス
ト
４
で
す
。

平成10、
20年代  レジェンド登場 県内最強に

好調な時代
成績一覧

春季県大会
（中国選手権予選） 中国選手権大会 県総体 全国総体

平成 12（2000）年度 優勝 ベスト８ ３位
13（2001） ３位 優勝 準優勝
14（2002） 優勝 ３位 優勝 １回戦敗退
15（2003） 優勝 ３位 優勝 １回戦敗退
16（2004） 優勝 ベスト８ 優勝 ２回戦敗退
17（2005） 準優勝 １回戦敗退 準優勝
18（2006） 準優勝 ３位 準優勝
19（2007） 準優勝 準優勝 準優勝
20（2008） 準優勝 優勝 ３位
21（2009） 準優勝 ベスト８ 優勝 ２回戦敗退
22（2010） ３位 準優勝 ３位
23（2011） ３位 １回戦敗退 ベスト８
24（2012） 優勝 ３位 優勝 ２回戦敗退
25（2013） ３位 １回戦敗退 ３位
26（2014） 優勝 ベスト８ 優勝 １回戦敗退

　
【
転　

任
】

津
山
工
業	

教　

諭	

藤
原　

良
介
（
令
和
五
年
〜
）
国
語

総
合
教
育

セ
ン
タ
ー	

指
導
主
事	

窪
津　

裕
人
（
平
成
二
七
年
〜
）	

数
学

新　
　

見	

教　

諭	

妹
尾　

知
真
（
令
和
四
年
〜
）
数
学

倉
敷
南	

教　

諭	

田
中　

智
子
（
令
和
五
年
〜
）
英
語

倉
敷
商
業	

教　

諭	

岡
田　

和
則
（
令
和
三
年
〜
）
英
語

勝
間
田	

養
護
教
諭	

薬
師
寺
彩
花
（
令
和
五
年
〜
）
養
護

玉　
　

島	

主　

任	

舩
橋　

健
幸
（
令
和
四
年
〜
）
事
務

総　
　

社	

司　

書

（
副
参
事
）	

稲
葉
三
千
代
（
令
和
三
年
〜
）
図
書

指
導
教
諭
に
田
淵
先
生

　
【
着　

任
】

指
導
教
諭	

数　

学	

田
淵　

慎
吾
（
総
社
南
）＝
青
陵
36
期

教　
　

諭	

数　

学	

植
月　

典
久
（
早
島
支
援
）

教　
　

諭

（
新
採
用
）	

数　

学	

藤
原　

匠
平
（
岡
山
操
山
）

教　
　

諭

（
新
採
用
）	

英　

語	

池
平　

透
麻
（
岡
山
城
東
）

講　
　

師	

国　

語	

中
村　

玲
子
（
岡
山
芳
泉
）

講　
　

師	

英　

語	

三
船　

愛
実
（
岡
山
南
）

養
護
教
諭	

養　

護	

犬
飼
加
菜
子
（
高
梁
）

主　
　

事

（
新
採
用
）	

事　

務	

大
久
保　

和

司　
　

書	

図　

書	

村
上　

詩
織
（
県
立
図
書
館
）

　
【
退　

職
】

教　
　

諭		


佐
藤　

宣
多
（
平
成
二
九
年
〜
）	

数
学

教　
　

諭		


大
橋　

賢
二
（
令
和
二
年
〜
）
英
語

令
和
６
年
度
末
の
主
な
教
職
員
異
動

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
男
子

部
活
に
燃
え
る

部
活
に
燃
え
る
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　瀬戸内海の島々を舞台
に「瀬戸芸」の名ですっか
り有名になった瀬戸内国際
芸術祭は2025（令和７）年
に第６回を迎えました。
　「（出品の）オファーを待っ
てたんですよ」と、夏会期に
張り切って初出品した美術家・
松井えり菜さん（53期）の取
材で炎暑の８月、香川・男木島
を訪ねました。
　松井さんの作品は、変顔や
自分に似ているといわれるウー
パールーパー（メキシコサンショ
ウウオ）など、幻想的な抽象画「自
画像表現」という特異なジャンル

に特化した現代アート
です。
　会場に充てられた古
民家４室すべてに７点
の力作が展示されてい
ました。メインは男木
島と鷲羽山から見た瀬
戸内海を、６畳間の壁
面いっぱいに描いた油
絵です。お得意のウーパールー
パーや６歳の息子、１歳の娘の顔
を描いた作品もあります。
　松井さんは次々訪れる芸術仲
間や観光客の対応に追われなが
ら、「コンクールの作品や個展と
違って、大きな芸術祭の中の作品
づくりだったので新鮮でした。昨
年秋から自分のアトリエで制作、
作品搬入には苦労しました」と話
してくれました。
　幼少時から絵が好きで、青陵の
先輩画家・木口敬三さん（11期）

に師事、青陵時代の美術部で本格的に取り組み、東京藝術大学
から同大学院美術研究科で油画を専攻しました。ドイツへの留

学経験もあり画業は20年を超えました。東京で活躍
していますが、大原美術館後援会会長でもあります。

　
年
生
の
三
谷
晃
徳
さ
ん

と
恒
松
哲
人
さ
ん
の
２
人
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
県
内
普
通
科
高
校
で
は
珍
し
く
探
究

学
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
主
に

同
市
交
通
政
策
課
や
同
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
公
共
の
交
通
ラ
ク
ダ
」で
取
材
し
ま
し
た
。

　

２
人
は
「
路
面
電
車
に
観
光
型
の
車
両

を
設
け
て
、
線
路
幅
が
同
じ
Ｊ
Ｒ
桃
太
郎

（
吉
備
）
線
と
接
続
、
吉
備
津
神
社
や
備

中
国
分
寺
の
観
光
客
を
増
や
す
」「
駅
に

駐
車
場
、
バ
ス
停
に
駐
輪
場
を
設
け
、
公

共
交
通
と
の
接
続
を
改
善
す
る
」「
乗
り
継

ぎ
拠
点
に
ス
ー
パ
ー
や
カ
フ
ェ
、
自
習
室

な
ど
を
設
け
楽
し
く
す
る
」

－

な
ど
多
角

　的
な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
案
に
対
し
、
取
材
先
や
関
係
者
か
ら

「
利
用
者
側
や
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
い

て
」「
切
り
口
は
良
い
が
、
も
っ
と
掘
り
下

げ
る
必
要
が
あ
る
」

－

な
ど
の
感
想
を
も

ら
っ
た
そ
う
で
す
。
２
人
は
こ
の
取
り
組

み
を
「
後
輩
に
引
き
継
い
で
い
く
」
と
力

強
く
結
び
ま
し
た
。

　

会
場
に
詰
め
か
け
た
約
1
8
0
人
の
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

□
…
本
稿
の
一
部
は
令
和
７
年
７
月
10
日
付
山

陽
新
聞
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

　

路
面
電
車
の
岡
山

駅
前
乗
り
入
れ
や
路

線
バ
ス
の
再
編
な
ど

地
域
交
通
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
岡
山
市
内
で
令
和

７
年
７
月
13
日
、
公

共
交
通
の
利
便
性

ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

席
上
、
Ｊ
Ｒ
や
自

動
車
会
社
、
大
学
の

研
究
者
ら
関
係
者
に

交
じ
り
、
若
者
の
意

見
と
し
て
、
探
究
学

習
の
成
果
を
発
表
し

た
の
が
青
陵
高
校
３

あ
こ
が
れ
の「
瀬
戸
芸
」に
初
出
品　
香　

川

男
木
島

青陵の三谷さん、恒松さん

探究学習を基に提案

岡　　山

現
代
ア
ー
ト
の
松
井
え
り
菜
さ
ん（
53
期
）

地域交通シンポに参加

公
共
交
通
の
利
便
性
ア
ッ
プ
を
提
案
し
た
三

谷
晃
徳
さ
ん（
発
表
席
左
）と
恒
松
哲
人
さ
ん

メ
イ
ン
の
大
作
と
松
井
え
り
菜
さ
ん
＝
香

川
・
男
木
島
の
展
示
会
場
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昭
和
23
年
の
学
制
改
革
で
精
思
高
等
学
校
と
な

り
、
私
た
ち
は（
過
渡
期
の
）併
設
中
学
生
と
な
っ

た
。翌
年
、
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
に（
新
制

の
）倉
敷
青
陵
高
校
生
に
な
っ
た
。

　

３
年
生
に
な
っ
た
昭
和
26
年
、
教
室
に
余
裕
が

で
き
、富
井
校
舎
か
ら（
倉
中−

倉
高
の
）男
子
が
来

て
初
め
て
共
学
と
な
っ
た
。共
学
と
は
い
え
女
子

が
８
組
と
多
く
、男
子
は
半
分
の
４
組
。ク
ラ
ス
が

別
々
だ
っ
た
の
で
男
子
と
は
あ
ま
り
話
す
機
会
が

な
か
っ
た
。

　

科
目
は
必
修

以
外
自
由
選
択

な
の
で
苦
手
な

数
学
は
１
年
間

だ
け
。
後
は
古

文
、
漢
文
、
書
道

を
取
っ
た
が
、こ

れ
は
今
も
役
に

立
っ
て
い
る
。

　

修
学
旅
行
は

男
女
別
行
程

だ
っ
た
け
ど
変

だ
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。七
十
余

年
前
の
こ
と
、こ

ん
な
学
校
生
活

だ
っ
た
。

私
た
ち
３
期

生
は
戦
後
混
乱
期
の
学
制

改
革
で
、ち
ょ
っ
と
違
っ
た
６
年
間
を
過

ご
し
た
。

　

昭
和
21
年
４
月
、
倉
敷
高
等
女
学
校
に
入
学
し

た
。岡
山
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
き
た
人
、私
の
よ
う
に
疎
開
し
て
き
た
者

な
ど
が
い
て
入
学
者
は
確
か
4
0
2
人
だ
っ
た
。

　

６
組
に
分
け
た
の
で
１
ク
ラ
ス
67
人
。教
室
は
超

満
員
だ
っ
た
。普
通
教
室
が
足
り
な
く
て
音
楽
教
室

や
作
法
教
室（
畳
敷
き
）も
使
っ
た
。

　

復
員
の
先
生
方
は
軍
服
を
着
て
い
た
。制
服
は

セ
ー
ラ
ー
服
が
手
に
入
ら
ず
母
が
縫
っ
て
く
れ

た
。靴
や
ノ
ー
ト
は
高

い
闇
値
で
買
っ
た
。教

科
書
も
英
語
、
数
学
ぐ

ら
い
し
か
な
く
、
後
は

新
聞
紙
大
の
紙
に
印
刷

さ
れ
た
も
の
を
自
分
で

切
り
分
け
綴
じ
て
製
本

し
た
。そ
の
ほ
か
の
教
科
書
は
な
く
、板
書
だ
っ
た
。

　

あ
る
日
、音
楽
教
室
か
ら
上
級
生
の「
流
浪
の
民
」

の
コ
ー
ラ
ス
が
聞
こ
え
て
き
た
。戦
後
の
ガ
サ
ガ
サ

し
た
日
常
が
一
転
し
て「
こ
こ
は
女
学
校

よ
」と
い
う
気
分
に
初
め
て

さ
せ
て
く
れ
た
。

　「公民館講座で草木染をやっとんよ。頑張っとるか
ら話聞いて」という要望を、
西田（旧姓石井）照子さん
＝８期・家庭科＝から令和
６年の本部同窓会（８月）
の席上、聞きました。早速、
水島公民館の９月最初の例
会に出向きました。
　この日の教室では、西田
先生を中心に10人の会員が
集合して藍染をしました。
染料の藍の色素を水に溶
かして大きな容器で布を
しっかり漬け込みます。
染料が染みわたったところで台に乗せて絞り、模様
を付けるくくりひもをほどく作業をします。ベテラ
ン西田先生はその様子をじっと見守っていました。
　西田さんは子育てが一段落した45歳ぐらいに草木
染講座に入会したのが始まりでキャリア40年、先生
になって15年になります。ヨモギやビワの葉、クリ

の皮などを材料にＴシャツやスカーフ、の
れんを作ります。年１回、秋の公民館文化
祭に会員とともに作品を出すのを楽しみに
しています。

　在学中、調理師
コースに進み調理
師を目指す傍ら、
美術系が好きで美
術科目を選択しま
した。草木染をは
じめ水墨画、拓本
も同じような年季
を積んでいます。
趣味の広い多芸な人です。「病
気をしとる暇がね～んよ」
と軽い冗談を言います。
　拓本は青陵で書道を教

えていた井上三男（雄風）先生の指導を受けたそう
です。
　草木染講座には坂根（旧姓塚本）晴美さん＝８期・
家庭科、藤原（旧姓藤原）美佐子さん＝12期・家庭科、
中原（旧姓高田）因（より）子さん＝13期・普通科＝
の皆さんも頑張っています。

寄
　
稿

92
　
歳

倉
女
か
ら
青
陵 

６
年
間
の
あ
れ
こ
れ

３
期　
佐
野
（
旧

姓

長
谷
川
）
徳
（
や
す
）
子
＝
京
都
府
在
住
＝

年代（昭和） 佐　野　徳　子 学　　　　　　　　　　　　校
21 年 倉女入学 倉女最後の入学生
22 年 倉女２年生
23 年 精思併設中学生 新制高校誕生。倉女が精思高校に、倉中が倉敷高校に
24 年 青陵１年生 精思高校と倉敷高校が合併、倉敷青陵高校誕生
25 年 青陵２年生 合併後、青陵初の新入生入学
26 年 青陵３年生 富井校舎の倉敷高校（倉中）生、美和校舎へ

佐野徳子さんと終戦後の学校の変遷

（編集室作成）

草
木
染
の
中
の
藍
染
を
指
導
す
る
西
田

照
子
さ
ん
（
右
端
）
＝
水
島
公
民
館

草木染40年、公民館講座の先生

ま
す
ま
す
元
気

ま
す
ま
す
元
気

西田（旧 姓
石 井）照子さん  ＝８期・家庭科＝です


